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コメ不足なのに毎日3トン廃棄 リサイクル会社
「自分ごととして」 •米が不足している中で大

量に廃棄される米
•日本の食品ﾛｽ約472万ﾄﾝ
•食品ﾘｻｲｸﾙ会社には毎
日40ﾄﾝの食品（炭水化物
類中心）が持ち込まれる
•これを加工して家畜の餌
にする
•これは一部で多くは焼却
処分
•消費者のﾆｰｽﾞや生活習
慣の見直しが必要

米不足による価格高騰が続く一方、毎日大量の米が「廃
棄」されている。
食品ﾘｻｲｸﾙ会社「日本ﾌｰﾄﾞｴｺﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ」（神奈川県相

模原市）は、県内や東京・多摩地域のｽｰﾊﾟｰやｺﾝﾋﾞﾆの食
品工場など約200の事業者から余った食品を回収してい
る。炭水化物を中心に1日に約40トンが運び込まれ、そ
のうち3～4ﾄﾝが米類だ。まだ食べられるのに捨てられ
た米飯もある。すべて「食品ロス」になったものだ。
高橋巧一社長によると、食品工場では発注が来た際に弁
当やおにぎりを作れずに欠品となることを避けるため、
多めに米を炊く。余った米飯は店頭に並ぶことなく、運
ばれてくることが多いという。ﾛｽになった食品は専用の
容器に入れられ、事業者ごとにﾃﾞｰﾀ化される。容器の中
身は大型の鉄製容器に放り込まれ、ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞﾔｰで金属片
などの異物を除去した後、破砕、殺菌、発酵の過程を経
て、豚の液体発酵飼料に生まれ変わる。さらに飼料は養
豚農家へ運ばれ、この飼料を食べて育った豚は軟らかい
肉質のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ豚として販売されている。ただ、ｾﾝﾀｰで回
収される食品は日本全国でみればほんの一部。捨てられ
る食品のほとんどが自治体で焼却処理され、費用は税金
で賄われる。高橋社長は、「いつでも、どこでも、何で
も安く買えると思ってしまうとﾛｽが出てしまう。



米政権 学生ビザの面接再開へ SNSの投稿
内容 審査強化する方針 •ﾄﾗﾝﾌﾟ政権は学生ﾋﾞｻﾞ発

行に関しての面接を再
開した

•徹底的な審査を強調

•SNS投稿を公開に設定
すること

•ｱﾒﾘｶに対しての敵対的
態度等を持つものを排
除するため＞反ﾕﾀﾞﾔや
暴力的行動をするもの

ﾄﾗﾝﾌﾟ政権は、ｱﾒﾘｶへの留学を希望する人たちの学生ﾋﾞｻﾞに
ついて、停止していた面接の新規受け付けを再開する見通
しを明らかにしました。ただ「徹底的な審査を行う」とし
て、ﾋﾞｻﾞ申請者のSNSの投稿内容の審査を強化する方針で
す。ﾄﾗﾝﾌﾟ政権は、先月から、ｱﾒﾘｶへの留学を希望する人た
ちの学生ビザの取得に向けた大使館などでの面接の新規受
け付けを一時停止しています。これについて国務省の高官
は18日、記者団に対し、面接の新規受け付けを再開する見
通しを明らかにしました。そのうえで「新たな指針のもと、
包括的かつ徹底的な審査を行う」として、すべての申請者
に対して、SNSの設定を「公開」に変更することを求める
ということで、SNSの投稿内容の審査を強化する方針を示
しました。ｱﾒﾘｶのﾒﾃﾞｨｱによりますと、各国の大使館などへ
の通達文では「ｱﾒﾘｶ国民や政府などに敵対的な態度を持つ
人物や国家安全保障上の脅威を助長する人物、違法なﾊﾝﾕﾀﾞ
ﾔ主義的な嫌がらせを行う人物などを特定するためだ」と説
明しているということです。また、新たな指針は5営業日後
に適用が始まると伝えています。
ﾄﾗﾝﾌﾟ政権は、ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学に対し、ｷｬﾝﾊﾟｽ内で暴力や反ﾕﾀﾞ
ﾔ主義を助長したなどの理由で留学生を受け入れるための認
定を取り消すなどしていて、留学生の受け入れの厳格化を
いっそう進める方針です。



米ミネソタで州議会議員と家族が襲われる 議員2
人が死傷、それぞれの家族も死傷 •ﾐﾈｿﾀ州で民主党系の

議員らが暗殺された

•警察官を装った犯人が
州の上院、下院議員を
襲った

•容疑者が過去に中絶
や同性愛、ﾄﾗﾝｽｼﾞｪﾝ
ﾀﾞｰを強く批判していた

•関連する法案に署名し
た議員名簿を所持した
いたとの報道も

米ミネソタ州で14日、州議会の議長と議員、ならびにそれぞ
れの家族が襲撃された。下院議長とその夫が殺害され、上院
議員とその妻が負傷した。警察が容疑者の行方を追っている。
ティム・ウォルズ州知事は事件を、「政治的動機による標的
型の暴力行為」と非難している。
死亡したのは、民主党所属のメリッサ・ホートマン州下院議
長（55）と夫マーク・ホートマン氏。2人は14日朝、ミネア
ポリス近郊のブルックリンパーク市の自宅で殺害された。
また、同じく民主党のジョン・ホフマン州上院議員（60）と
妻イヴェット・ホフマン氏も、最初の現場から約15キロ離れ
た自宅で銃撃された。ホフマン夫妻は複数回撃たれたものの、
手術を終え、容体は安定しているという。
警察は、警察官を装っていたとされるヴァンス・ルーサー・
ボールター容疑者（57）の行方を追っている。容疑者の逮捕
につながる情報には50万ドル（約720万円）の懸賞金が提供
されている。
ボールター容疑者は、ホフマン議員がかかわるミネソタ州の
労働力開発委員会に所属していたが、当局は容疑者がホフマ
ン、ホートマン両議員と面識があったかどうか、引き続き調
べている。



ロシア派遣の北朝鮮兵、６０００人超死傷か…
徒歩での大規模な突撃で損耗との見方 •ｳｸﾗｲﾅ戦線への北朝鮮

兵の派遣によって生じ
た損害6000人以上
•派遣された兵士の半数
以上という
•北朝鮮はこの数を公表
していない
•さらに工兵を6000人派
遣すると表明
•工兵は地雷除去や破壊
された道路・橋などの修
復を行う

英国防省は１５日、ウクライナ軍が越境攻撃したロシ
ア西部クルスク州に派遣された北朝鮮兵の死傷者が６０
００人を超えるとの見方をＸ（旧ツイッター）で明らか
にした。同州に当初展開した北朝鮮兵約１万１０００人
のうち過半数が死傷したと推測している。
同省は、徒歩での大規模な突撃が北朝鮮兵の高い死傷率
につながっていると指摘した。限定的な追加派兵もあっ
たとみている。
露軍を支援するために派遣された北朝鮮兵とウクライ

ナ軍の交戦は昨年１１月に初めて公表された。露側は今
年４月、同州全域をウクライナ軍から奪還したと発表し
ていた。
韓国の情報機関・国家情報院（国情院）は４月の国会

報告で、北朝鮮兵の死傷者数は死者約６００人を含め約
４７００人とする分析を示していた。国情院は、北朝鮮
が派兵や砲弾提供の見返りとして、ロシアから偵察衛星
の関連技術や無人機、対空ミサイルを供与されたとみて
いる。



ｲｽﾗｴﾙの全ての展示が出来なかったわけではな
い



パリ航空ショー、一部イスラエル企業に閉鎖命
令 イスラエル反発

•ﾊﾟﾘで行われている航空
ｼｮｰでの出来事
•ｲｽﾗｴﾙが攻撃兵器を展
示していたが、ﾌﾗﾝｽ当局
撤去命令
•撤去しなかったために黒
幕で目隠し
•ｲｽﾗｴﾙは反発
•政府がｲｽﾗｴﾙのｶﾞｻﾞ攻撃
にたして批判的
•ｲﾗﾝ攻撃については肯定
的であった

フランス当局は航空見本市「パリ国際航空ショー」に出展し
ていたイスラエル企業４社のブースを閉鎖した。爆弾などの
攻撃兵器の展示が理由とみられるが、イスラエルは猛反発し
ている。
関係筋が１６日、ロイターに明らかにしたところによると、
イスラエル企業が治安当局の指示に従わず、攻撃兵器などを
撤去に応じなかったため閉鎖命令が出された。
こうした兵器を展示していなかった小規模なイスラエル企業
３社と、イスラエル国防省のブースは引き続き開いている。
フランスはパレスチナ自治区ガザ地区でのイスラエルの行動
や海外での軍事介入を巡り、ネタニヤフ政権に対する姿勢を
徐々に強硬にしている。マクロン大統領は先週、イスラエル
の自衛権とイランへの攻撃を区別すると明言した。
イスラエル国防省は声明で、一部の兵器システムの撤去命令
を断固として拒否したと述べた。これに対し、展示会の主催
者はイスラエル企業のパビリオンと他の展示区画をさえぎる
黒い壁を設置することで対応したという。
同省はフランスの措置は政治的・商業的動機によるものとの
見解を示した。「仏産業と競合するイスラエルの攻撃兵器を
国際展示会から排除するために、政治的な配慮を隠れみのに
している」と非難した。



G7ｻﾐｯﾄが開催される



•G7の初日の会合後ﾄﾗﾝﾌﾟ
大統領、ﾙﾋﾞｵ氏は帰国

•途中で退席するのは珍し
い

•中東情勢での対応の為

•帰国し国家安全保障会
議に出席

•ｲﾗﾝ核開発の協議再開を
模索か

•ｲﾗﾝからのﾐｻｲﾙ攻撃が
続いている状況

•ｲｽﾗｴﾙも強硬手段とる

ﾄﾗﾝﾌﾟ氏、G7ｻﾐｯﾄ途中帰国へ ｲﾗﾝ・ｲｽﾗｴﾙ対応
協議
ﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領がｶﾅﾀﾞで開催中の主要7カ国首脳会議の予定を切
り上げ、現地時間16日夜に米首都ﾜｼﾝﾄﾝに帰国することになっ
た。緊迫度を増す中東情勢への対応を優先する。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は同
日、記者団に「早くﾜｼﾝﾄﾝに戻らなければならない明白な理由
がある」と語った。
ｻﾐｯﾄは16日に全体討議が始まったばかりだった。ﾚﾋﾞｯﾄ大統領
報道官が同日「多くの重要な案件に参加するため、ﾄﾗﾝﾌﾟ大統
領は今夜帰国する」と記者団に話したあと、Xで中東情勢への
対応が主な理由だとした。ﾚﾋﾞｯﾄ氏によると、ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は16日夜
のG7首脳との夕食会に出席したあとに帰国する。米FOXﾆｭｰｽは、
ﾄﾗﾝﾌﾟ氏が国家安全保障会議（NSC）に対し、ﾎﾜｲﾄﾊｳｽの作戦司
令室での待機を求めたとしている。米CBSﾆｭｰｽによると、ﾙﾋﾞｵ
米国務長官も予定を切り上げて帰国する。ﾍｸﾞｾｽ米国防長官は
16日夜のFOXのｲﾝﾀﾋﾞｭｰで、ﾄﾗﾝﾌﾟ氏が引き続きｲﾗﾝとの間で、
核開発に関する協議を模索しているかを問われると「もちろん
だ」と答えた。米国はｲﾗﾝとの直接交渉を通じた戦闘終結を
探っているとみられ、ﾍｸﾞｾｽ氏は、和平実現に向けた合意が
「成立することを強く願っている」と述べた。
ｲｽﾗｴﾙとｲﾗﾝの攻撃の応酬は続いている。ﾛｲﾀｰ通信によると、ｲｽ
ﾗｴﾙ軍はｲﾗﾝから新たなﾐｻｲﾙが発射されたことを確認した。在ｲｽ
ﾗｴﾙ中国大使館は、自国民に対して陸路でｲｽﾗｴﾙからﾖﾙﾀﾞﾝ方面
に退避するよう勧告したといい状況は緊迫している。



G7の主役はﾄﾗﾝﾌﾟ大統領か
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は緊迫度を増す中東情勢への対応を
優先する＞G7軽視ともとらえられる

•ｶﾅﾀﾞのｶｰﾆｰ首相、英国のｽﾀｰﾏｰ首相、ﾄﾞｲﾂのメル
ツ首相、日本の石破首相、EUのﾌｫﾝﾃﾞｱﾗｲｴﾝ欧州委
員長らとは会談

•前向きな発言をしたという印象

•韓国の李在明大統領や、ｲﾝﾄﾞのﾓﾃﾞｨ首相らは関税
交渉を巡りﾄﾗﾝﾌﾟ氏と会談する予定だったが会えず



「トランプ抜き」のG7、ウクライナ支持を表明 米
は共同声明阻止

•G7は共同声明を出せず
•ｳｸﾗｲﾅへの支援強化
•ﾛｼｱへの圧力を強化
•これにﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は共
同声明として認めず
•ｳｸﾗｲﾅへの支援を削減
•ﾛｼｱ非難はｱﾒﾘｶにとって
都合が悪い
•ｲﾗﾝに対しては核兵器保
持禁止を支持
•日本の姿勢も変化した

トランプ米大統領を除く先進7か国（G7）首脳は、首
脳会議（サミット）2日目の17日、ロシアによるウク
ライナへの攻撃が激しさを増す中、同国への支援強化
を表明した。一方、米国はロシアへの圧力を強めるこ
とをうたった共同声明の発表を阻止した。
トランプ氏は、関係が不安定化しているウォロディミ
ル・ゼレンスキー大統領と会談する予定だったが、イ
スラエルとイランの紛争への対応のため、初日の16日
で離脱し、帰国した。
議長国カナダのマーク・カーニー首相はゼレンスキー
氏を歓迎し、ドローンやヘリコプターを含む20億カナ
ダドル（約2100億円）の軍事支援を供与すると表明し
た。
ウクライナ支援に関する共同声明をまとめられなかっ
たことについて、カナダ政府当局者は「米国が内容を
弱めたがった」ことが要因と説明。米国は、ロシアを
非難する文言に反対し、ウラジーミル・プーチン大統
領との仲介役としての立場を維持したいと主張したと
語った。
カーニー首相は共同声明の代わりに、ウクライナに関
する、サミット議長としての声明を発表する予定とい
う。



「ｲﾗﾝの核兵器保有決して許されない」G7が共同声明…ﾄ
ﾗﾝﾌﾟ氏も署名か ｲｽﾗｴﾙには自衛権「安全保障への支
援を再確認」

•G7共同声明

•ｲﾗﾝの核保有を許さず

•ｲｽﾗｴﾙの自衛権を容認

•ｲｽﾗｴﾙ寄りの内容は第
三国の納得を得られる
か＞この状況ではG7の
持つ意義が低下

カナダで開かれているG7=主要7カ国首脳会議は16日、
緊迫する中東情勢に関する共同声明を発表しました。
声明では、イランを「地域の不安定とテロの主要な要
因」と位置づけた上で、「イランが核兵器を保有するこ
とは決して許されない」と強調しました。
また、イスラエルには自衛権があるとし、「イスラエル
の安全保障への支援を再確認する」と明記しました。
さらに、パレスチナ自治区ガザを含む中東全体の緊張緩
和につながるとして、イランに関する問題の解決を呼び
かけています。
サミットをめぐってはトランプ大統領が中東情勢の沈静
化を求める共同声明への署名を拒否したとも報じられて
いましたが、最終的にはトランプ大統領も署名したとみ
られます。

・中国やﾛｼｱはﾁｬﾝｽと捉えている
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｳｽを引き付ける対応が必要



ﾄﾞｲﾂ・ﾒﾙﾂ首相の発言
•ｲｽﾗｴﾙのｲﾗﾝ攻撃に対して「我々全員のための汚れ
仕事だ」と発言
•ｲｽﾗｴﾙ軍と政府に最大限の敬意を表さざるを得ない
•今回の攻撃がなければ、ｲﾗﾝ政権によるﾃﾛをさらに
目撃することになるだろう
•この政権が終わることを願う

•ｲﾗﾝ外務省はﾄﾞｲﾂ首相がｲｽﾗｴﾙの我が国への攻撃
を支持する侮辱的発言と批判、駐ﾄﾞｲﾂ大使を召還」



「これが日本が支払う金額だ」トランプが日本に
一方的「請求書」通告へ！関税交渉決裂か

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領と石破首相の
会談

•関税措置の見直しを求める

•双方の認識が一致せず

•決着はつかず

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は手強かった
とかたる

•これが貴方の支払う金額だ
と示すだけと示すだけ

•各国共に複雑に考えすぎ

•ｽﾋﾟｰﾄﾞが必要

ｱﾒﾘｶのﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は、石破茂首相との会談後、日本との関
税交渉が膠着状態から抜け出せない場合、関税を一方的に
通告する可能性があると警告した。ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は17日（現
地時間）、ｶﾅﾀﾞからｱﾒﾘｶに戻る大統領の専用機内で日本と
の首脳会談に関する質問に「素晴らしい対話を交わした」
とし、「私は安倍晋三元首相と非常に親しかった。彼は素
晴らしい人物だった」と答えた。ただし、日本との貿易関
税に関する和解の可能性についての追加質問には「彼らは
手強い」語り、「しかし最終的に理解すべきなのは、我々
はただ『これがあなたたちの支払うべき金額です』という
書簡を送ることになるという点だ」と述べた。日本との関
税交渉では両者の意見が一致しておらず、この状態が続く
場合、関税を一方的に通告する意図があると解釈される。
米日首脳はその前日、ｶﾅﾀﾞ・ｶﾅﾅｽｷｽで開催された主要7カ国
（G7）首脳会議の場を利用して会談し、関税問題などを議
論した。会談は約30分間行われたが、関税問題で和解には
至らなかった。石破首相はアメリカ側に対し、関税措置の
再検討を求めたとされ、会談後に記者団に「双方の認識が
一致しない点が残っている。ﾊﾟｯｹｰｼﾞ全体の和解には達しな
かった」と明かした。ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は前日、ｶﾅﾀﾞのｶｰﾆｰ首相
との会談でも関税問題を議論したが、良好な対話を交わし
たとしつつ、同様に一方的な通告の可能性を示唆した。



石破首相のｽﾀﾝｽ
•安易にｱﾒﾘｶの主張を受け入れないようにする

•日本経済の屋台骨である自動車関税を何とかする

•USｽﾁｰﾙの合併は何とか決着がついたが理想的な結
果ではなかったかもしれない

•7月に稼働する自動車関税25% その後さらに追加も

•5月の対米自動車輸出は25%減となった

•ｱﾒﾘｶに魅力のある交渉項目で打開できるか

•造船業（北極海対応の砕氷船） 農産物等



ｲｽﾗｴﾙとｲﾗﾝの直接攻撃が激化
• イランNGO 18日発表 死者639人以上

•         負傷者1329人以上

• CNN 15日発表  死者14人以上

• ｲｽﾗｴﾙ     負傷者380人以上



イスラエルに見くびられたトランプ米政権
• ｲｽﾗｴﾙは核開発拠点を徹底
的に攻撃している

• 1981年から何回も攻撃し続
けている

•今回もｲﾗﾝの核開発が限界
を超えたと判断した

•現在ﾊﾏｽやﾋｽﾞﾎﾞﾗの力がほ
ぼ無くなってきている

• ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱも直ぐには手を出
せないだろう

•今のｱﾒﾘｶの状況でﾄﾗﾝﾌﾟ大
統領は支持基盤のﾕﾀﾞﾔを切
り捨てることは出来ない

ｲｽﾗｴﾙは1981年6月、ｲﾗｸが建設中だった原子力発電所を爆撃、
2007年9月にはｼﾘｱが北朝鮮の協力を得て建設中だった原子
炉を空爆し、それぞれ破壊した。ｲﾗﾝの核関連施設に対して
も、00年代後半にｲｽﾗｴﾙと米国の関与が疑われているｻｲﾊﾞｰ攻
撃が行われた。ｲｽﾗｴﾙは20年と21年にも、ｲﾗﾝの核関連施設へ
の爆破工作を実施している。元外交官は「今回もｲﾗﾝの核開
発が、ｲｽﾗｴﾙの許容範囲を超えそうだという判断があったの
だろう」と指摘する。ｲﾗﾝの弾道ﾐｻｲﾙやﾄﾞﾛｰﾝ（攻撃に対して
も、十分防衛できるという計算も働いていたようだ。一方、
ｲﾗﾝに駐在した経験がある日本政府の元高官は「ｲｽﾗｴﾙは今回
こそ、攻撃の絶好機だと考えただろう」と語る。ｲｽﾗｴﾙによ
る攻撃によってｲﾗﾝと連帯してきたｲｽﾗﾑ組織のﾊﾏｽやﾋｽﾞﾎﾞﾗは
壊滅状態にある。ﾛｼｱの中東地域への影響力の低下で、やは
りｲﾗﾝと協力関係にあったｼﾘｱのｱｻﾄﾞ政権も崩壊した。中東地
域でｲｽﾗｴﾙとｲﾗﾝを除いて唯一の軍事大国とも言えるｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞ
ｱは5月のﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領の訪問の際、様々な経済協力で合意
したばかり。米国と同盟関係を結ぶｲｽﾗｴﾙに牙をむくことは
考えにくい。ﾄﾗﾝﾌﾟ政権は同氏の79歳の誕生日にあたる14日、
首都ﾜｼﾝﾄﾝで陸軍創設250周年を記念する軍事ﾊﾟﾚｰﾄﾞを実施。
全米各地では政権に抗議するﾃﾞﾓが相次ぎ、約500万人が参加
したという。前出の元外交官は「大揺れのﾄﾗﾝﾌﾟ政権が支持
基盤の一つのﾕﾀﾞﾔﾛﾋﾞｰを切れるわけがない。いくらﾄﾗﾝﾌﾟが
戦争嫌いだと言っても、ｲﾗﾝ攻撃に踏み切ろうとするｲｽﾗｴﾙを
止められるはずがなかった」と話す。



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の対応が招く問題点
•攻撃実施前には、ｲｽﾗｴﾙに自制を求めていた

•実施後は「非常に成功した」と180度転換

•ｲｽﾗｴﾙの攻撃で弱気になったｲﾗﾝが米国との交渉に
応じる

•ｲﾗﾝがｲｽﾗｴﾙの同盟国であるｱﾒﾘｶに態度を硬化さ
せるのは火を見るよりも明らか

•ｲｽﾗﾑ革命防衛隊や軍関係者を殺されたｲﾗﾝがﾃﾛ活
動に走ることもあり得る

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は自分の力を過信し過ぎている



ﾈﾀﾆﾔﾌ氏、「現代のﾋﾄﾗｰ」ｲﾗﾝ最高指導者暗殺を
排除せず • ﾈﾀﾆﾔﾌ首相はﾊﾒﾈｲ師暗

殺計画を排除せず

• ｲﾗﾝの攻撃の牙を抜くため
には必要なこと

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が同意しない

•紛争をｴｽｶﾚｰﾄさせるので
はなく終結させるためだ

•我々は必要なことを行って
いる

• ﾈﾀﾆﾔﾌ首相はｱﾒﾘｶ国民の
支持を得る為ｱﾒﾘｶﾒﾃﾞｨｱと
ﾛﾝｸﾞｲﾝﾀﾋﾞｭｰに応じた

•今日のﾃﾙｱﾋﾞﾌﾞは明日の
ﾆｭｰﾖｰｸだと語る

ｲｽﾗｴﾙのﾈﾀﾆﾔﾌ首相は16日、ｲﾗﾝ最高指導者ﾊﾒﾈｲ師の暗殺計画を排除
せず、この計画は両国間の「争いを終結させる」と述べた。ﾈﾀﾆﾔﾌ
氏は米ABCニュースとの20分間のインタビューで、ｲﾗﾝ攻撃を同国
の「牙を抜く」ために必要だと正当化し、ﾊﾒﾈｲ師を「現代の（ﾄﾞｲ
ﾂ総統）ﾋﾄﾗｰ」になぞらえた。だが、ﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領が、ｲﾗﾝとｲｽﾗｴ
ﾙの対立をｴｽｶﾚｰﾄさせる懸念から、ｲｽﾗｴﾙによるﾊﾒﾈｲ師暗殺計画を
拒否したとの報道について問われると、ﾈﾀﾆﾔﾌ氏は「これ（ﾊﾒﾈｲ師
暗殺）は紛争をｴｽｶﾚｰﾄさせるのではなく、終結させるものだ」と
の見解を示した。「ｲﾗﾝは『永遠の戦争』を望んでおり、われわれ
を核戦争の瀬戸際に追い込んでいる」「実際、ｲｽﾗｴﾙは、この侵略
を阻止・終結させようとしている。これを実現するには、悪の勢
力に立ち向かうしかない」と述べた。ﾈﾀﾆﾔﾌ氏は、ｲｽﾗｴﾙがﾊﾒﾈｲ師
を標的にしているかどうかは明らかにせず、「われわれは必要な
ことをしている」とだけ述べた。
ｲｽﾗｴﾙがｲﾗﾝ全土に猛烈な攻撃を仕掛け、ｲﾗﾝがﾐｻｲﾙの集中砲火で反
撃する中、ﾈﾀﾆﾔﾌ氏は攻撃的な態度を維持している。
主要同盟国である米国民と意思疎通を図るため、ﾈﾀﾆﾔﾌ氏は2日間
で2回、米ﾒﾃﾞｨｱの長時間ｲﾝﾀﾋﾞｭｰに応じ、ｲｽﾗｴﾙとｲﾗﾝの紛争を「文
明と野蛮の戦い」と位置づけた。
ﾈﾀﾆﾔﾌ氏は16日、米国民はｲﾗﾝの核兵器取得への取り組みと、ます
ます強力になっている弾道ﾐｻｲﾙ能力の両方について深く懸念すべ
きだと強調。「きょうのﾃﾙｱﾋﾞﾌﾞは、あすのﾆｭｰﾖｰｸだ」と語った。



イスラエルがイランに未曾有の爆撃継続、民間
人の被害拡大 「80年代より苛烈」との見方も • ｲﾗﾝ・ｲﾗｸ戦争（1980～88）よ

りも酷くなるか

• 15日現在で少なくとも224人
が死亡1200人以上が負傷

• 9割は民間人

• ﾃﾍﾗﾝの人口1000万人

• 1988年の7か月で2000人が
死亡

• ﾃﾍﾗﾝの人口避難して1/3に
なったといわれる

•今後どうなるのか？

イスラエルはイランに対する未曾有の爆撃作戦を続け、イラ
ンでは民間人の被害が拡大している。イランの都市とその住
民がこれほどの規模の空襲にさらされるのは、1980年代にサ
ダム・フセインのイラクと8年にわたり繰り広げたイラン・イ
ラク戦争以来のことだ。専門家のなかには、今回の空爆はす
でに当時よりもいくらか深刻なものになっているとみる向き
もある。イラン保健省のホセイン・ケルマンプール報道官は
15日、イスラエルによる爆撃の死者は少なくとも224人、負傷
者は1200人に達したと発表した。死傷者の9割は民間人が占め、
女性と子どもが70人含まれるとしている。16日までで一度に
最も多くの犠牲者を出したのは、14日に首都テヘランで起
こった集合住宅の崩壊で、60人が亡くなり、うち半数が子ど
もだった。テヘランでは15日もイスラエルによる市の深くま
でを対象にした爆撃が続き、一部の住民は恐怖に駆られて避
難を始めた。農村部が多くなる北へ逃れる人が多いという。
テヘランに住む37歳の女性はイランの在英テレビ局イラン・
インターナショナルの取材に、「ミサイルが着弾するたびに、
高齢の両親はイラン・イラク戦争のつらい体験がフラッシュ
バックするようです」と話している。イランの大勢の若年層
は、35年以上前のイラン・イラク戦争やそれによる民間人の
被害を直接知らない。この戦争は基本的に第一次世界大戦型
の消耗戦で、イラン西部の国境沿いの州が主な戦場になった



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の出方
•ｱﾒﾘｶ国際情報局のｷﾞｬﾊﾞｰﾄﾞ長官は３月の上院公聴会でｲﾗ
ﾝは核兵器の開発はしていないと報告していた

•ﾊﾒﾈｲ師が核兵器製造を命じていないとも

•今回ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は「ｲﾗﾝは核兵器を保有する寸前だ」との
考えを表明している

•ﾈﾀﾆﾔﾌ首相の主張に同調していると考えられる

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領としてはｲﾗﾝが歩み寄ってくるのが遅いと判断
した

•今は無条件降伏しかない＞ﾊﾒﾈｲ師は応じないと表明

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の動きは読めない



トランプ氏、イラン攻撃計画を非公式に承認 最終
命令発出は保留 • ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は非公式にｲﾗ

ﾝ攻撃を承認したという

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は戦争は嫌い
だと言ってきた

•ｲﾗﾝの核協議を自ら中断

•ｲﾗﾝに対しての対話を再開
したが思ったようにいかず

•現在でも外交交渉継続

•核濃縮施設攻撃にはｱﾒﾘｶ
の爆撃機とﾊﾞﾝｶｰﾊﾞｽﾀｰ弾
が必要

•これを使用するのか

トランプ氏は米国がイスラエルによる対イラン軍事攻撃に加
わるかどうか検討を重ねている。ただホワイトハウスは、イ
ラン核計画の破壊を目的とした攻撃への参加を大統領が決め
たかどうかについて、ほとんど手掛かりを示していない。ト
ランプ氏は会合に先立ち記者団に対し、最終的な決定をまだ
下していないとする一方、イラン指導部が交渉に臨む姿勢は
「遅い」と非難するとともに、同国による核兵器保有を決し
て容認しない考えをあらためて示した。米紙ウォールスト
リート・ジャーナル（ＷＳＪ）が事情に詳しい関係者を引用
して報じたところでは、トランプ氏は今週早い時期にイラン
を標的とした軍事攻撃計画を承認したが、イラン側が米国の
要求に応じるかどうか見極めるため、最終的な承認は保留し
た。トランプ氏は大統領執務室で「何をすべきかについて考
えがある」と発言。「特に戦争のような状況が変わる場合に
は、直前になって最終判断を下したい」と述べた。イランの
アラグチ外相はＳＮＳへの投稿で、同国として引き続き「外
交にコミットしている」とし、核兵器を保有しようとしたこ
とはなく、これからもそれを求めないと表明した。トランプ
氏も過去何週間にもわたり、外交的解決が望ましいとしてき
たが、イラン外相が示した方針では、トランプ氏が攻撃を思
いとどまるには不十分な可能性がある。



トランプ岩盤支持層、対イラン「参戦反対」相次ぐ
…トランプ氏はいら立ち隠せず •MAGA派の中の分裂が問題

化し始めた

• ｲﾗﾝ強硬派と国内重視派との
対立

•戦争介入反対89.7％

•海外の戦争に加担

• ｶﾞｿﾘﾝ高や安全な地域社会
に影響

• ﾊﾞﾝｽ副大統領はｱﾒﾘｶ第一
主義推進者

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はｱﾒﾘｶ軍の力
はｱﾒﾘｶの目標達成のみに使
うだけと断言

ｲｽﾗｴﾙとｲﾗﾝの交戦を巡り、米国のﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が掲げる「米国第
一」に共鳴する岩盤支持層「MAGA」の間で米国の参戦に否定
的な意見が目立つ。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は共和党内の対ｲﾗﾝ強硬派からは参
戦を後押しされており、是非を慎重に見極めている。
共和党のﾏｰｼﾞｮﾘｰ・ﾃｲﾗｰ・ｸﾞﾘｰﾝ下院議員は17日、自身のＸで、

政府が取り組むべき課題は「外国での新たな戦争に突入するこ
とではない」と訴えた。安いｶﾞｿﾘﾝや住宅、安全な地域社会や良
質な教育の実現を重視すべきだと指摘している。ｸﾞﾘｰﾝ氏はﾄﾗﾝ
ﾌﾟ氏を熱烈に支持するMAGAの代表格だが、今回はﾄﾗﾝﾌﾟ氏をけ
ん制する立場に回っている。 保守系団体「ﾀｰﾆﾝｸﾞ･ﾎﾟｲﾝﾄ」の
ﾁｬｰﾘｰ･ｶｰｸ代表も17日、自身のＸに「体制を変えようとする戦
争はうまくいかない。我々には謙虚さが必要だ」と投稿し、本
格参戦を回避するよう求めた。５００万超のﾌｫﾛﾜｰを抱えるｶｰｸ
氏が「米国はｲｽﾗｴﾙとｲﾗﾝの戦争に介入するべきか」と尋ねるｱﾝ
ｹｰﾄ調査を行ったところ、反対が89､7％に上った。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は、
MAGAから相次ぐ「参戦反対」の声にいら立っている。１６日
には、ｲﾗﾝへの攻撃でﾄﾗﾝﾌﾟ氏がｲｽﾗｴﾙと「共謀した」と主張する
元ＦＯＸﾆｭｰｽ司会者のﾀｯｶｰ･ｶｰﾙｿﾝ氏について記者団から問われ、
「何を言っているのかわからない」と 一蹴した。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は
SNSで、親密な関係を築いてきたｶｰﾙｿﾝ氏を変人呼ばわりした。
参戦を機にMAGAのﾄﾗﾝﾌ氏支持が弱まれば、共和党にとっては
来年の中間選挙で逆風となる。



貫通弾GBU57
•自重13.6ﾄﾝもある爆弾

•この重さで地中深くまで
到達して爆発する

•これによって地下深く作
られている施設も破壊
可能

•さらに深い所にある施
設も爆圧で被害が及ぶ

•運搬できるのはB2のみ



核施設への攻撃はタブーなはず
•今回の攻撃について「危険かつ無謀な緊張激化で、
国連憲章と国際法の重大な違反」と国連や各国が反
応している

•核施設への攻撃は放射能物質の拡散が懸念

•住環境などに大きな脅威となる

•現在でもすでに放射能汚染が起こっているととの報
道もある

•ｲｽﾗｴﾙは余りにも核に対して甘い考え方をしている



ｲﾗﾝは国連安全保障理事会へ要請
•ｲﾗﾝのｲﾗﾊﾞﾆ国連大使は緊急会合の開催を求める

•ｲﾗﾝの主権や領土保全を侵害しているだけでなく、国際法や
国連憲章に明白に違反している

•中東情勢についての緊急会合を現地時間20日の午後に開催
することを決定

•ｲｽﾗｴﾙのﾀﾞﾉﾝ国連大使は出席して事実を明らかにする。イス
ラエルは自らを守るためだけでなく自由世界全体に迫る重大
な脅威を排除した



EUはｲﾗﾝに交渉に戻るように促す
•EUの上級代表や英仏独の外相がｲﾗﾝのｱﾗｸﾞﾁ外相
とｽｲｽで２０日に会談することを表明

•ｲﾗﾝと最新の状況について協議

•平和利用を大幅に超えるｲﾗﾝの核開発に対して懸念
を表明する

•核開発をめぐって交渉の場に戻るよう促す

•EU関係者はﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が核合意から一方的に離
脱した後も仲介役として活動してきた



ｲｽﾗｴﾙとｲﾗﾝの核問題
•ｲｽﾗｴﾙは核保有国である＞推定80発を所持している
•核兵器不拡散条約（NPT)には加盟していない
•表面的には保有しているともいないとも明確化せず
•NPT加盟についての動きもあったが欧米諸国の反対で見
送り＞日本も反対していた
•ｲﾗﾝはNPTに加盟している
•ｲｽﾗｴﾙの主張をどう捉えれば良いのか
•ｲｽﾗｴﾙはｲﾗﾝが核兵器を持つことが自国の平和を乱すと
言っているがｲﾗﾝから見ればどうなのか？
•今回の攻撃を受けてNPT脱退の考えを示す



ｲｽﾗｴﾙの論理に翻弄されてはダメ
•ｲｽﾗｴﾙはｲﾗﾝ攻撃を正当な行為であると言っている

•国民も今回の攻撃を正当化している

•放送局も軍のﾌﾟﾛﾊﾟｶﾞﾝﾀﾞを流しているという理由で攻
撃している＞一般住宅も含めて様々な所を攻撃

•同じ考えをｶﾞｻﾞでも行っている

•ﾊﾏｽが学校や病院を隠れ蓑にしているから攻撃

•これを容認してきた先進国 ＞ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻や
中国の台湾侵攻を肯定してしまう事になる



ﾌﾟｰﾁﾝ大統領の動き
•今回の衝突に対してﾌﾟｰﾁﾝ大統領はすぐに動く
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領にも電話連絡をする
•＞仲介を申し出たがﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は拒絶
•＞他国の心配をしてる場合じゃないだろう
•ｲﾗﾝにも連絡をして濃縮ｳﾗﾝをﾛｼｱへ移送することを提案し
たと伝えられる
•ｲｽﾗｴﾙのﾈﾀﾆﾔﾌ首相にも連絡し仲介を申し出たという

•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領の思惑は何んなのか



ﾌﾟｰﾁﾝ大統領の思惑
• ﾛｼｱにとってｲﾗﾝからは無人機やﾐｻｲﾙの供与を受け、軍事面の関
係が深化している

•この関係が崩れるとｳｸﾗｲﾅ侵攻に支障が出る

•敵対行為を終了させ、合意に達する方法を模索するべきだと主張

• 「解決策は見つかる可能性がある

• ｲﾗﾝ国民は指導部の下で結束しつつある

• ﾈﾀﾆﾔﾌ首相がｲﾗﾝの体制転換を目指す考えを持つ

• ｲﾗﾝの平和的な原子力利用の権利とｲｽﾗｴﾙの自衛権の双方を保
証して終結させたい＞自分の存在感を世界に誇示したい



ｲﾗﾝのﾄﾞﾛｰﾝ生産能力が低下

・ﾄﾞﾛｰﾝ型の攻撃が激
増している
・ｲﾗﾝが攻撃されたこ
とにより生産に支障
が生じる



日本のタンカー 中東航路



出典：AISライブ船舶MAP 6/20 9:30



ｲﾗﾝがﾎﾙﾑｽﾞ海峡を封鎖したら
•日本の原油輸入先は9割が中東

•ｲﾗﾝが今回の戦争をきっかけにﾎ
ﾙﾑｽﾞ海峡を封鎖したら日本は大
打撃を受けることに

•すでに昨日許可制にすると発表

•2日前にﾀﾝｶｰ事故が発生

•GPS情報が攪乱されているとい
う情報もある

2022年 日本の原油輸入先
出典 資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の経済政策



ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学ｲｼﾞﾒが問題拡大しないのは
•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領がﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学を標的にして強い圧力
をかけている

•ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学は必死に対抗している

•それを応援するような動きがそれほど広がらないの
は何故なのだろうか

•ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学の特殊性がある

•大学院生は１万人以上いる

•学部生はその半分程度

•東大で学部生1.5万人 早稲田で3.5万人



ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学の特殊性
•ｴﾘｰﾄの卵である学部生を絞り込んで少数精鋭で勉
強させている

•その後の研究で成果を上げるようにしている

•学部生が少ないと共闘して反対意見を発信する力量
が少なくなる

•ｱﾒﾘｶの大学は、名門以外の州立大学の卒業生こそ
が圧倒的に多い

•つまり日本の地方の国立大学に石破政権が圧力を
かけても都会の大学は様子見でいるという状況」



不法滞在の取り締まりに反対するが
• 12 日に始まったﾛｻﾝｼﾞｪﾙｽの不法移民取締りに反対するﾃﾞﾓは16州
に拡大している

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は民主党が主導する都市での不法移民の強制送還を
強化するよう連邦当局に指示

•このまま取締りを続ければ国内総生産の伸び率は1ﾎﾟｲﾝﾄ低下する
と予想

•昨年の人口増加は330万人＞うち移民が280万人

• ｱﾒﾘｶも少子化が進行している

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は出産奨励策を発表 新生児1人1000ﾄﾞﾙの口座開設

•特に農村の労働力や工場労働者に不足が生ずる



米、農場やホテルでの不法移民摘発一時
停止 働き手不足の懸念 •ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は移民摘発

を一時停止に

•犯罪者については継続

•全米農業労働者組合から
ｸﾚｰﾑが入り転換へ

•こういった現実との乖離が
生じてしまっている

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領に助言してい
るMAGAのﾌﾞﾚｰﾝの方向
性をしっかり作らないとこ
うなってしまう

トランプ米政権は、農場、ホテル・レストラン、
食肉加工工場での不法移民摘発を原則一時停止す
るよう指示した。
農場、ホテルなどのホスピタリティ産業は移民労
働者に大きく依存する。全米農場労働者組合（Ｕ
ＦＷ）はかねて強制送還措置の免除を政権に要請
していた。
トランプ大統領は１２日、農業部門やホテル産業
への移民取り締まりの影響に対処するための命令
を近く出すと述べた。同日、移民・税関捜査局
（ＩＣＥ）に食肉加工工場を含む農業部門、ホテ
ル・レストランでの不法移民摘発を原則一時停止
する指針が出された。指針では、人身売買などの
重大犯罪捜査の一環での摘発は認めている。
この指針について関係筋は、トランプ氏が指示し
たとしている。
国土安全保障省の報道官は指針について「大統領
の指示に従い、最悪の犯罪者である不法滞在者を
排除する取り組みを継続する」と述べた。



ﾄﾗﾝﾌﾟ政権 ｺﾞｰﾙﾄﾞｶｰﾄﾞの購入者
•永住権を500万ﾄﾞﾙで

•6月11日から受付開始

•すでに７万人弱が申し込む

•500万ﾄﾞﾙ＝7.25億円

•これだけ約50兆円

•経済効果はかなり高い

•それまではｸﾞﾘｰﾝｶｰﾄﾞ 80～105万ﾄﾞﾙで10人の雇用
で与えていたものにかわるもの



ﾄﾗﾝﾌﾟPhoneの販売
•ﾄﾗﾝﾌﾟｵｰｶﾞﾆｾﾞｰｼｮﾝが販売開始

•499ﾄﾞﾙで販売

•月額47.45ドル（約7,000円）で、

•通話、テキスト、データが無制

•限に使える

•ｱﾒﾘｶ製の機種というが

•形はIphone16Proと同じような形態

•中国製ではないかという憶測



これらの事が国民にどのように映るのか
•ｺﾞｰﾙﾄﾞｶｰﾄﾞによってｱﾒﾘｶの永住権を取れる

•違法移民を摘発している中でお金があれば特別扱い

•ﾄﾗﾝﾌﾟPhone これだけ安くて使い放題

•多くの人が購入していくとどうなるか

•ﾄﾗﾝﾌﾟｵｰｶﾞﾆｾﾞｰｼｮﾝはﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の家族が経営す
る企業である（長男と次男）

•これは利益相反なのではないか

•ﾄﾗﾝﾌﾟｺｲﾝ、自身の名前を冠した製品のﾗｲｾﾝｽ料だけ
で６億ﾄﾞﾙ以上の収入という
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